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研究成果の概要（和文）：ナショナリズムの形象化現象として、フランス革命後の集団祝祭、モニュメンタルな
構築物、折衷主義建築に着目し、「様式」の希求がアイデンティティの構築とかかわりがあることを明らかにし
た。そして、様式のもたらす記号化が、諸メディアの発展した20世紀に入って、時代の変化(第一次大戦、共和
国の成立、大衆による新世界構築、視覚メディアの登場)でどのように具体化したかを具体例を丹念に収集して
分析した。その過程で言語的様式化としての「概念」の操作性がもたらすパラドックス問題、可能世界のディス
クール分析、フリッツ・ラングの『ニーベルンゲン』の様式分析で検証した。

研究成果の概要（英文）：Focusing on collective festivals after the French Revolution, monumental 
architectures and eclectic architectures as a phenomenon of nationalism in 19 and 20 century, this 
research shows, that the effective application of "styles" from the (particularly Germanic) past 
reveals the aesthetic attempts to establish the national identity. The stylization introduced by  
the semiotic operations on optical media (e.g. theatrical events and cinematic effects) has an 
ideological effect, which influences on the world view as national identity created by directed 
coexistence.  These phenomena are here traced through the Reception of a folk epic “Nibelungen” in
 the modern period. 

研究分野：ドイツ文化

キーワード： 視覚メディア　ディスクール分析　サイレント映画　ワイマール文化　ニーベルンゲン伝説　群衆演出
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

 １．研究開始当初の背景 
1) 第三帝国のイデオロギーのもと戦われた
第二次世界大戦では、連合国側と対峙する前
線は帝国の死守を懸けた境界としてジーク
フリート線と命名された。このことが示すの
は、叙事詩『ニーベルンゲンの歌』の写本の
ひとつが 1755 年に発見されて以来派生した
様々な評価が、最終的には国民の創世神話と
いう位置づけに収斂し、伝説的英雄への忠誠
を発揚していることを意味している。 
 
2) この叙事詩の 19 世紀における一連の受
容のあり方が、「国民的叙事詩 Nationalepos」
という特殊な形として起こり、広い社会的現
象を引き起こしていることは、多くの研究者
が指摘するところである。Gysekeが「コロン
ブス」と名づけた再発見は、中央集権化の進
まなかったドイツに新たな帰属国土を拓い
たことになる。だが、「我々はニーベルンゲ
ン族系ドイツ人が 19、20 世紀に流した血を
今なお浴び続けている」（Storch）と、主張さ
れるとき、国家統一後のアイデンティティ・
イデオロギーが、ファシズム体制をもたらし
たことを踏まえているのだ。すなわち、ジー
クフリートの不死身をもたらした血のモチ
ーフは、暗転して犠牲の血を意味し、伝説が
第三帝国の神話を用意したのである。 
 
3) この叙事詩はかつて吟遊詩人によって詠
われ、写本や書籍の形で教養読者層に受容さ
れ、19世紀に至っては劇場で観客集団を作り
上げ、さらに壁画や絵本の非言語的形象で直
接的印象を高めた。しかしこうした受容史に
は包括的なメディア論がまだ俟たれるとこ
ろである。 
 
２．研究の目的 
1)ドイツ中世英雄叙事詩『ニーベルンゲンの
歌』が18 世紀後半に写本が再発見されて以来、
文献学的調査・研究のみならず、ゲーテ（古
典主義文学の関心、韻律や情感への留意）、
ドイツ・ロマン派（民族の歴史、古代・中世
への言語的起源の探求）、対ナポレオン戦争
（愛国心の高揚）、帝政ドイツ（国民アイデ
ンティティの確立）等の社会的、文化的背景
のもとに受容され、現代語訳をはじめ、様々
な媒体に翻案された経緯を神話作用として分
析する。その際注目すべきは、言語的記憶の
想起作業だけでなく、視覚的原体験の創出へ
の流れであるとし、視覚芸術のなかに神話化
の演出意図を読み取ることを目指す。この造
形芸術(絵画・建築・舞台作品・記念碑→映画)
を媒体とした視覚的崇高体験の政治的演出を、
様式化、儀礼化による国家空間の確立の過程
として位置づける。 
 
2) 視覚芸術に注目する意義は、これが19世紀
の教養市民層に代わって20世紀前半に発展し、
集団的均一性を特徴とする大衆層を用意した
からである。ファシズムに至る政治形態や社

会組織の分析は多くなされているのに反し、
文化的生産、流通といった下部構造の変化が
いかにファシズム的上部構造を支えたかとい
う視点での検証は少ない。  
 
3) したがって中心となるのは、この伝説の形
象をモチーフとした視覚的神話化表現や、劇
場的体験効果を具現化した19世紀末から20世
紀初頭にかけての劇場・映画演出である。具
体的には群衆演出、構成の様式化を検証し、
ファシズムの政治的空間に可能性を開いたこ
とを示す。 
 
３．研究の方法 
1) 19 世紀の祝祭劇・記念碑の成立史につい
て、カントの崇高論を出発点として、スタロ
バンスキー(1979)、Nipperdey(1968)等の歴
史家による報告を参照。 
 
2) 『ニーベルンゲンの歌』受容史をたどる。
展覧会資料、記念美術館、モニュメントなど
をあたって、19 世紀ナショナリズム的神話化
の発展を具体的に検証する。 
 
3) 共同体形成論の一環として、Massenregie
のコンセプトについて、マックス・ラインハ
ルトの巨大劇場や、ルビッチュ、フリッツ・
ラングに続いていくスペクタクル映画につ
いて当時の劇評などを引き合いにして検証
する。 
 
4) 架空空間構成、国家創生物語のディスク
ール分析。SF 論や言語哲学を参照。 
 
5) フリッツ・ラング『ニーベルンゲン』を
分析するために、監督や脚本家などの意向を
把握する。同時にクラカウアーやロッテ・ア
イスナーら、映画評論家による詳細な論評を
押さえる。 
 
４．研究成果 
1) ベンヤミン『複製技術の芸術作品』では、
ファシズム的群衆操作を「政治の美学化」①

と呼んでいる。ここでは主体個人による享受
に代わる、個人を越えた崇高感が目指されて
いる。それが市民革命以後顕著になってきた
祝祭のあり方、「新しい服従の儀式」②である
ことをスタロバンスキーは示している。質量
感のあるモニュメント、集団的統一行動とい
った特徴は、アルベール・マチエも「革命宗
教」③と名づけるものであり、キリスト教や
領邦国家といった旧権力に代わる新たな共
同体的アイデンティティとなる。ドイツでは
巨大記念碑、急峻な渓谷風景に民族的原体験
を求め、その特徴は Nipperdey によれば「再
現しているものが再現されているものと一
致していないということ」④にあるという。
ここに、意図的な抽象化、様式化への内在
的な要因があるといえよう。 
 



2) 古代ゲルマン英雄伝説を集成して 1200
年頃成立した『ニーベルンゲンの歌』は文
学作品としては長く忘れ去られていたが、
1755年に写本が発見され、2年後には抄録
が活字となって公刊された。1861年にはへ
ッベルの戯曲が、さらに 1876年にワーグナ
ーの『ニーベルングの指輪』が初演される
と、こうした神話的形象の美的表出を目指
す指向は芸術のジャンルを越えて音楽や造
形芸術に広がっていく。その頂点にフリッ
ツ・ラングの『ニーベルンゲン』(1924 年)
がある。というのもここにはマックス・ラ
インハルトの舞台を手がけた Czeschka に
よる絵本版“Die Nibelungen“ (1908年)、ドイ
ツ象徴派画家ベックリンによる神話世界
(„Das Schweigen des. Waldes” 1885年) との
類似が確認されている⑤からだ。 
 さらに帝国成立期に『ニーベルンゲンの
歌』が、民族的神話とみなされ、歴史的舞
台の制定や、壁画や建造物などでのモニュ
メント化がなされたことについては、数々
の資料が示すとおりであり⑥、また実際に
現地取材をし、今日でもなお観光地として
整備されている様を体験した。 
 こうした神話体験創生にはたらいている
のが前述の様式化原理であることに注目し、
19 世紀からの様式概念の変遷をたどった⑦。
明らかになったのは、規範から個人的な創
造プロセスへの意識的移行である。だが、
様式が形式化すると、いわばプロセスの逆
行といった、過去の様式の濫用や折衷が行
われるようになる⑧。さらに保守派の論客
たちは民族的様式を追究して称揚し⑨、国
家的アイデンティティの創設を目指したの
である。このとき様式は特定の共同体の総
括的表現として機能する。 
 
3) 次の段階の様式化現象として、20 世紀
初頭の Massenregie に注目し、当初は革新
左派の教化運動の一環として見られたこの
舞台表現が、メディアの発展に支えられて、
普遍的な時代表現に影響を及ぼすことを確
認した。本来は古代ギリシャ悲劇の形態を
再評価のもと、Meininger劇などの先駆形態
を経て⑩、マックス・ラインハルトがサー
カス劇場で発展させたものである。彼はコ
ロス的発話ならびにグループの配置の采配
方法で、複声的効果だったものを視覚的に圧
倒する効果に発展させたのである。ラインハ
ルトは「Das Theater der Fünftausend五千人劇
場」を提唱し、観客を舞台上の群衆のひとり
として場を経験しているかのような効果を
狙った。特に彼が 1911 年に初演した Das 
Mirakelは疑似宗教体験ともなり、近代的共同
体に対して人工的一体感、あるいは仮想空間
を提供していることを具体的にさまざまな
劇評で確認した。 
 ラインハルト門下で後に映画監督となっ
たエルンスト・ルビッチは、『デュバリー夫
人』(1919年)でこの群衆演出を映画に応用し

た最初の一人である。ここでは革命群衆の一
体的感情がスペクタクルを呈している。当時
席巻していたグリフィスなどのアメリカ映
画での群衆シーンとの比較で、これがドイツ
的演出であるとの評に着目し、この作品をフ
リッツ・ラングの『ニーベルンゲン』への先
駆であるとし、さらにラインハルトから
“Monumentalfilm“への道を当時の評論⑪で確
証した。 
 
4) ところでこうした仮想空間の構築は単に
劇場的な、視覚的実験、しかもテクノロジー
の時代になってようやく可能になったビジ
ョンではない。仮想空間近代的世界観はカン
ト以降、理性的思考過程を経て成り立ってい
ることをたどった⑫。それを世界制作のディ
スクールへと応用するのが H. G. ウェルズを
はじめとする SF 的世界観である。言語記号
的操作はユートピアや地球外世界をも生み
出すことを、20 世紀初頭のドイツ表現主義
(Mynona, Scheerbart)に確認した。同時にそれ
はフッサールやフレーゲなどによる、思考の
基盤を抽出しようとする分析哲学に繋がっ
ていくものである。 
 だが、言語を操作して世界を定式化する試
みは論理的な矛盾を生み出す。ラッセルのパ
ラドックスと呼ばれるものは 1902 年に提起
された問題である。それをめぐる議論がさま
ざまな思想的立場からどのようになされた
かを、ヴァルター・ベンヤミンの初期言語論
を解釈しながら示した⑬。これは神秘的と評
されている彼の言語論に新たに分析哲学的
視野を開くものである。そのことでヴィトゲ
ンシュタインとの共通性が見えてくる。前者
が消えていくチェシャ猫のイメージで記号
の実質の消失を想起している⑭一方で、後者
は「像は現実の模型だ」⑮と主張している。
このように現実に対してあてがわれる形式
の仮象性を指摘することで視覚メディアに
より変容しつつあるこの時代の感覚受容の
ありかたを明らかにした。 
 
5) さらに、視覚的体験の芸術的新しい試みが
どのようにイデオロギー的意味を持ち始め
るかを追究した。フリッツ・ラング『ニーベ
ルンゲン』における様式化をクラカウアーは
ファシズム的大衆組織化と同列のものであ
ると批判している⑯。ラングによる群衆演出
が描く構図が、人間から個性を奪い、装飾模
様に配置しているというのだ。実際、ラング
が映画的「魔術」で物体も人間と同様に語ら
せる⑰と主張するとき、ベンヤミンの批判す
る「美的仮象」⑱が神話的力を得ることにな
る。 
 群衆演出の成立をラインハルトからたど
り、ラングとの共通点を指摘、それらがいか
に擬似的な共同体を作り上げたかを検証し
た。その際、同時代の劇評、映画評をもとに、
実際どう作用したかを明らかにすることに
より、帝国崩壊後のアイデンティティ獲得希



求の状況から、共同体空間の美的構築の問題
点に至るまで、新たな視点を付け加えるもの
である。 
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